各園における具体的な保育実践（活動）は、それぞれのカリキュラムに基づいて実践するものです。
この、京都市「架け橋期のカリキュラム」例は、小学校区を中心とした地域の幼保小接続を実現する上で考えられる一例であり、
各ブロックで作成される際に、あるいは、作成までの間の参考例として示すものです。



京都市「架け橋期のカリキュラム」例（５歳児）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○小学校ブロック（○○園）
	共通の視点
	

	①目指す子ども像
	安心感を基盤に、主体的に夢中に遊び（学び）、友達と関わりながら、自己発揮する子ども（小学校１年生と共通）

	時　　　　期
	４　　　 　　　　　　５　　 　　　　　　　６　　　 　　　　　　７　　　　 　　　　　８　　　 　　　　　　９　　　　　　　　　　１０　　　　 　　　　１１　　　　 　　　　１２　　 　　　　　　１　　　　 　　　　　２　　　　　　　　　　３

	②発達の具体的な姿と
その流れ
	これまでの経験を生かしながら新たな課題を発見し、新しい方法を考えたり、試したりして実現しようとしていく時期
【安心（信頼関係・仲間の中での自信）】　【成長（心が動く主体的な遊びや友達と共通のめあてをもって遊ぶ中での体験）】　【自立（成長の自覚と1年生になる喜び）】

	
	安心・安定した生活（信頼できる先生の存在・基本的な生活習慣や技能）⇒興味・関心に基づき心が動く「もの・人・こと」との出会いの中での主体的な遊び
⇒仲間と共に繰り返し試行錯誤する中での気付き、発見、面白さの追求、挑戦、探究心、自己主張、折り合いなどの様々な心の体験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒友達と共通のめあてをもつ遊びや園生活での役割の継続性⇒自らの成長への自信と自立、１年生になる喜び

	③園で展開される活動

＊5歳児：幼児教育の基本を踏まえた遊びを中心とした総合的指導の中で行う
＊「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を見取りつつ、1年間を通して、発達にふさわしい活動をコーディネートする
＊ページ数は手引きに掲載された実践例のページです。

	進級　誕生会（毎月）　　　保育参観　　　水遊び（プール）　　　　　　　　　　　　　園外保育・散歩（通年）　　運動会　　楽しい集い　　　　　　　　作品展　　　生活発表会　　卒園

	
	　通年で行う活動　（例）砂や水で遊ぶ/色水・石鹸・粘土等の感触遊び/絵の具で遊ぶ/リレーやおにごっこ/ドングリや落ち葉で遊ぶ/ごっこ遊びや表現遊びなど


○興味・関心に基づく主体的な遊び
個人の挑戦・仲間との遊び・クラスのみんなで遊ぶなど形態を変えて、人と関わりながら夢中になる遊び（Ｐ６０）

○多様な体験の中で様々な物、行動、感情を言葉に表すなど、言葉を豊かにする遊び
クラスでの遊びの振り返り、絵本の読み聞かせ、生活発表会に向けての遊びなど（Ｐ６１）
○季節ごとの自然に触れ、栽培活動や生き物を育てる遊び、生活
生き物との暮らしや遊び・飼育・栽培・収穫パーティー・当番活動・園外保育など（Ｐ５７）
○体を動かすことへの興味や意欲につながる遊び
竹馬や縄跳びなど自らの挑戦、かけっこや団体競技など競い合う運動遊び、リズム遊びや表現遊びなど（Ｐ５６）
○身近な地域とつながり、遊びや生活に必要な情報を取り入れたり、伝え合ったりする遊び
地域の人、もの、施設などとつながる体験、伝統文化体験など（Ｐ５８）




○数量や図形などへの興味や関心につながる遊びや生活
様々な積み木を使った構成遊び、箱や廃材を使った遊び、カード遊び、数量を意識した生活や片付けなど（Ｐ７０）
○音楽や絵画,製作活動の中で、感性を働かせ、ありのままの表現を楽しみ、喜びを味わう遊び
素材との出会いや様々な表現、作品展や卒園に向けての活動など（Ｐ５８）
○身近な事象に関わり、試行錯誤する中で新しい考えを生み出す喜びを味わう遊び
様々な遊びの中での自分事の遊び、友達と考えを出し合って、思考を広げ深める遊びなど（Ｐ５９）




	④指導上の配慮事項
	保育者の
関わり
	・個々のめあてに挑戦する、友達と共通のめあてをもち遊ぶ、年長者としての役割を果たそうとするなどの5歳児の発達にふさわしい遊びや活動を支える。
・常に保育者の役割（幼児の理解者、共同作業者、共鳴する者、憧れのモデル、遊びや課題解決の援助者）を意識しながら保育を展開する。
・修了する自覚をもち、1年生になる期待を膨らませ、新しい生活に意欲的に向かえるように、幼児の気持ちを支え、自信につなげるようにする。

・年長児になった喜びに共感しつつ、一人一人の思いを受け止め、信頼関係を築き、安心して主体的、意欲的に遊べるように遊びの環境を構成していく。


	
	環境構成・環境づくり
	・幼児にとっての学びである遊びは、環境との関わりが深まることで充実するため、幼児が関わる環境（人、もの、出来事、時間、空間）のすべてが幼児にとっての教材となる。幼児の主体的な遊びを大切にしつつ、その幼児の成長への願いや意図を環境に込めるようにする。
・自分の思いの実現や遊びの発展に配慮し、自ら、又は他者とつくる世界を楽しめる環境をつくる。（複数の幼児が一緒に遊べる広い場所・体の動きの調整が必要な遊具）


	⑤子どもの交流
	参考例）　　「すなやつちとなかよし」（Ｐ８０、８１）　「水遊び」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「運動会の交流」「あきみつけ」（Ｐ８２～８５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活科「もうすぐみんな2年生」（１年生体験）（Ｐ８６～８９）

	⑥教職員の交流
	架け橋ミーティング　　参観・連絡会　　　　　　　公開保育・授業　　　合同研修会　　　　　　　　　　　子どもの交流の事前・事後研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入学児の連絡会　　　架け橋ミーティング

	⑦家庭や地域との連携
	・5歳児の発達の姿や子どもの成長を伝え、保護者の支援をするとともに、幼保小連携・接続の意義を保護者や地域に発信する。
・入学に向けて、生活習慣の見直しや、子どもの成長をともに確認したりして、子どもとともに保護者の不安が軽減できるような働きかけをする。


（参考資料）
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）

架け橋期のカリキュラム作成は必須ではありませんが、架け橋プログラムの取組が進み、醸成してくると、年間計画や架け橋期のカリキュラムを作成するブロックも増えてきました。京都市幼保小架け橋プログラムに掲載している一般的な参考例をワードで作成して、掲示します。「目指す子ども像」を話し合っていただき、参考例に今年行った足跡を残していけば、次年度は、各ブロック独自の架け橋カリキュラムになります。毎年カリキュラムマネジメントを行いながら、各ブロックに沿った内容にしていきましょう。

